
 
 
 
 

 

宮古市田老の栃内浜（樫内遊歩道）から見る砂浜

と岩礁＋ハマナスの景観 



 
いわてデジタルマップで見る👇👇 

https://www.sonicweb-asp.jp/iwate/map?theme=th_71&pos=141.982350,39.7175582&scale=3750 
■ 視点場 

宮古市田老の栃内浜（樫内遊歩道） 

■ 視対象 

砂浜と岩礁＋ハマナス 

■ 選んだ理由 

私は県が後世に残したい景観を募集しているのをテレビで見て、宮古市田老の南、栃内浜を推薦しようと訪れ

ました（普段は洋上から見ていたのです）。かつて浜に通じる道があったようですが、現在は道はなくブッシュ

の中を歩くことになります。ただ急傾斜地ながら栃内から栃内浜を通り佐賀部に至る環境省の自然歩道があ

る。海岸は南北約３００ｍにわたり、砂浜の海岸が続き、砂丘にはハマナス･ハマハタザオ・ハマユリ等（私は

植物は専門でない）希少植物の宝庫。鳥類は浜の近くにミサゴ（希少種Ｂ）岩礁にはハヤブサ（希少種Ａ）が

繁殖し、間近の佐賀部岩礁はウミネコの繁殖地で国指定の天然記念物である。浜に立ち周辺を見ても人口工作

物は沖のテトラポットだけ（何でここに）三陸海岸の原風景のような環境が、国道から２Ｋｍ位のところにひ

っそりと残っていた。各地で開発だ産業だと三陸の豊かな自然が失われる中、栃内浜が手つかずのまま残って

いた事は奇跡です。応募しますが公表しないで下さい。人が訪れると植物を踏み、鳥は営巣できなくなります。

国道が近くブルトーザーで１日で道が付きますが、現状のまま維持できる対策が１００％できる法的に処置が

できるか、環境省は一帯を第三種特別保護地帯としていますが第一種位にランク上げしていただきたい。背後

の林野は民有地と推理されます。開発など環境破壊等の工事等が起きた時対処できるよう応募しました。 
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